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① 職種を教えてください（経験年数） 

 保健師        3 （1年未満、3年～5年） 

    看護師        6 （10年以上、25年以上） 

    介護支援専門員   20 （1年未満、1～3年、5年以上、10年以上、15年以上） 

    医療社会事業士    4 （10年以上、20年以上） 

    相談員        1 （5～10年） 

    介護福祉士      2 （5～10年、20年以上） 

    社会福祉士      2 （3年～5年） 

    事務員        2 （1年未満、20年以上） 

    行政職員       1 （5～9年） 

    無回答        2 

 

② 「北上市入退院支援のハンドブック」を知っていましたか（数字に○をつけてください） 

１. 知っていたし活用したことがある  26   60.5％ 

２. 知っていたが活用したことがない  14  32.5％ 

３. 知らなかった            3   7.0％ 

 

③ 各事業所の機能説明「お互いの役割について知ろう」について理解することはできました

か（数字に○をつけてください）。また、もっと詳しく知りたいことがありましたか。 

１. よく理解できた       30   69.8％ 

２. まあまあ理解できた     13  30.2％ 

３. あまり理解できなかった    0 

４. 理解できなかった       0 

 

もっと詳しく知りたいことなど 

・医療、福祉、それぞれの役割と働きについて理解できた 

・それぞれの施設により、同じ CMでも求められる役割の違いがあることを知った 

 

 

④ グループワークをとおして入退院時の連携ルールを共有し、次のステップへつなげること

はできそうですか（数字に○をつけてください）。理由もお書きください。 

１． できる          25  58.1％ 

２． まあまあできる      17  39.6％ 

３． あまりできそうにない    0 

４． できない          1 （入退院支援の実務に従事していないため） 

 

理由 

  ・病院側の意見も聞けて、支援の際参考になった 

  ・入退院時のルールについて、さらに理解を深めていきたい 

  ・ハンドブックまたはグループワークを通して、充実した退院カンファレンスを開きた 

いと思う 

   ・それぞれの職種がどのように活用しているか聞くことができ、参考になった 

   ・利用者様のため、良い支援に繋がるよう、ケアマネジャーと病院との連携がとても大 

切だと思った 
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   ・必要に応じて、ケアマネジャーから病院にカンファレンスの要請をしても良いことを 

学べた 

   ・病院側、その他施設側、それぞれの意見を聞くことができて、とても参考になった 

   ・これまで、病院との入退院時の連携に携わることが不足していたので、勉強を重ねる 

努力が必要だと思った 

   ・病院側の必要な情報が知れて良かった 

   ・当施設は看護サマリーが主になってしまうので、できるなら活用したい 

   ・退院後の生活を描いて情報共有することが大切 

   ・病院で必要な理由と困りごとを知ることができた 

   ・相手が欲していることに沿って、共有できる 

   ・お互いにどんな情報があれば助かるのかを聞くことができて良かった 

   ・何を書けば良いのかがわかり、今後に活かせると思った 

   ・わからないことは確認し合い、相談していくことで、お互いに連携しやすくなると感 

じた 

   ・それぞれの立場の思いや普段の様子を聞くことはできて良かった 

   ・在宅情報を詳しく書いて、スムーズに退院支援ができるようにしたい 

   ・直接かかわることは少ないが、病院側からの相談受付時に活かしたい 

   ・次へ繋げるよう努力していきたい 

   ・他事業所、他職種の立場からのコメントが聞けてすごく役立った 

   ・お互いの役割を理解し、ご本人が安心して療養できるよう、協力しながら支援してい 

くことが大切だと再確認できた 

   ・カンファレンスの時に、若いスタッフに説明していきたい 

 

⑤ 北上市入退院支援のハンドブック連携会に参加しての感想をお聞かせください（数字に○

をつけてください）。理由もお書きください。 

１．良かった        39   90.7％ 

２．まあまあ良かった     4   9.3％ 

３．あまり良くなかった    0 

４．良くなかった       0 

 

理由 

   ・他職種の意見は大事に受け止めていこうと思った 

   ・なぜ退院カンファレンスを行うのか理由や目的を医療者や福祉職などの多職種と連携 

して話し合うことで、双方で必要性を理解できた 

   ・顔の見える関係性が構築できた 

   ・他職種の生の意見が聞けて勉強になった 

   ・お互いの繋げる想いを共有できてとても良かった 

   ・職種の違う方の立場を理解することができた 

   ・それぞれ忙しい中、役割を発揮していることがわかり、とても良い機会となった 

   ・貴重な意見が聞けて良かった 

   ・病院と連携する機会があって良いと思った 

   ・普段大変に思っていることを聞けて良かった 

   ・在宅のケアマネジャーと包括の相談員と、それぞれの動きや違いなどを聞くことがで 

きて良かった 
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   ・お互いの情報内容や立場、考えを知ることが大切だと思った 

   ・ハンドブックをもっと活用したい 

   ・顔を合わせることができて良かった 

   ・ハンドブックを初めて読んだが、今後参考にしていきたい 

   ・お互いの情報や職種の理解ができるので、ぜひ続けて欲しい 

   ・活発な意見交換ができて良かった普段なかなかできない、疑問点や感じていることを 

話す機会ができて、今後に役立てていきたいと感じた 

   ・日頃お世話になっている皆様と顔を合わせてお話できて良かった 

                                  

 

⑥ 北上市入退院支援のハンドブック連携会に参加して気づいたこと、今後の業務に活かした

いこと、こんな研修があればいいなどがあれば教えてください。（自由記載） 

 

・退院支援時にモヤモヤしていたことが聞けて良かった 

   ・多職種で情報共有できる場がたくさんあると嬉しい 

   ・多職種の方の意見や業務内容など、聞けて良かった 

   ・各々の立場による意見や事情を知ることができ良かった 

   ・それぞれの役割を知り、連携の大切さを知ることができて良かった 

   ・今日のポイントを今後に活かしていきたい 

   ・入退院支援の業務について振り返る機会となった 

   ・各施設の方から、入退院支援に関して感じていることやお願いしたいことなどをきく 

ことができて、今後の業務の中で意識していきたいと思うことがあった 

   ・在宅情報を普段から活用していきたい 

   ・桜井さんの挨拶、とても納得しました 

   ・うまくファシリテートしていただき、良い話し合いができた 

   ・若年層で精神疾患のある方やその家族、生活困窮に関しての対応方法や支援について 

の勉強会があれば参加したい 

   ・ハンドブックについて細かい部分も話し合えてわかりやすかった 

   ・課題も見つかり、解決していけるよう心がけていきたい 

   ・狭い視野の中で業務を行っているため、たくさんの職種の方達からのいろいろな経験 

で習得した話を聞くことができて、大変勉強になった 

   ・きちんと理解し職場で活用できるよう、丁寧に学んでいきたいと思う 

 

 

 

 

 

アンケートご協力ありがとうございました。 

本日はお疲れ様でした。             (北上市在宅医療介護連携支援センター) 


